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l.本書は, 1999年度と2000年度に発掘調査を実施した県営ほ場整備事業（向原地区）に係る

坂中組遺跡（広島県高田郡向原町坂1972番地ほか）の発掘調査報告書である。

2．発掘調査は，広島県可部農林事務所・広島県教育委員会からの委託を受けて財団法人広島県

埋蔵文化財調査センターが実施した。

3．発掘調査は， 1999年度は橋坂久己，三好和弘(現佐伯町立佐伯中学校)が， 2000年度は

橋坂，沢元保夫，片岡由起子が担当した。

4．出土遺物の実測及び写真撮影は，橋坂・三好・片岡が行った。

5．本書の執筆・編集は片岡を中心に行った。

6．本書に使用した遺構の表示記号は次のとおりである。

SB:建物跡 SK:士坑 SX:性格不明の遺構

7．遺構図のスクリーントーンは匿蕊悪電が焼土,匡菫菫毫が炭化物の分布範囲を示し，

厩7蕊詞が礫の範囲を示している。

8．本書に示した遺物実測図の断面は，次のとおり表現した。

須恵器：黒ヌリ 陶磁器：アミ目 その他：白ヌキ

9．挿図の遺物番号と図版の遺物番号は同一である。

10.第1図は，建設省国土地理院発行のl : 25,000の地形図（安芸吉田）を使用した。

ll．本書に使用した方位は，第2図が平面直角座標第Ⅲ系北，ほかはすべて磁北である。
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I はじめに

坂中組遺跡の調査は，県営ほ場整備事業（向原地区）に係るものである。広島県可部農林事務

所（以下「可部農林」という。）は1984 (昭和59)年4月，広島県教育委員会（以下「県教委」

という。） と本事業における文化財等の有無及び取扱いについて協議を行った。県教委はこれを

受けて現地踏査を行い, 1985年2月，試掘調査が必要な地点が7か所ある旨を可部農林へ回答

した。このうち1998 (平成10)年，向原町教育委員会（以下「町教委」という｡)は県教委の

協力のもとに要試掘地点（中組地区）の試掘調査を行い，坂中組遺跡（23，390㎡）を確認した。

県教委と町教委及び可部農林が遺跡の取扱いについて協議した結果， ほ場部分は盛土保存し，

現状保存が不可能な道・水路部分のl,850㎡について, 2年次に分けて(1,300㎡と550㎡）

調査を行うことになった。

これを受けて可部農林は翌年1,300㎡分について県教委に調査を依頼し，県教委は財団法人広

島県埋蔵文化財調査センター（以下「センター」という。）が実施することが適当であるとした。

これを受けてセンターは, 1999年4月19日付けで文化庁長官あてに「埋蔵文化財発掘調査の届

出」を提出し，発掘調査を5月24日から9月3日までの期間実施した｡ 8月21日には，町教委

との共催で遺跡報告会を開催し，約100名の参加があったほか，調査期間中には，向原町立向原

中学校生徒・向原町立向原小学校児童の見学などもあった。

残る550㎡について，可部農林はセンターに発掘調査を委託し， 2000年3月27日付けで文化

庁長官あてに「埋蔵文化財発掘調査の届出」を提出し， 4月10日から5月27日までの期間調査

を実施した。なお， 5月27日には町教委との共催で遺跡報告会を開催し，約110名の参加があ

った。

発掘調査の経費は，農林省構造改善局と文化庁長官の覚書「文化財保護法の一部改正に関する

覚書」 5に基づき，可部農林が事業者負担分80％を,文化庁からの補助金を受けた県教委が20％

を負担した。

本書は，以上のような経過で行われた坂中組遺跡の2年次にわたる発掘調査の成果をまとめた

ものである。今後，埋蔵文化財の研究資料として， また， この地域の歴史を明らかにしていく一

助となれば幸いである。

発掘調査にあたっては，広島県可部農林事務所高田地方農村整備事業所，向原町土地開発公社，

向原町教育委員会，元向原町教育委員会社会教育指導員井上沖彦氏及び地元の方々の多大な御

協力をいただいたほか，出土した石材については考古地質学研究所柴田喜太郎氏に御教示をい

ただいた。末筆ながら記して感謝の意を表したい。

-1-



Ⅱ位置と環境

坂中組遺跡の所在する高田郡向原町は，広島県のほぼ中央部にあたる。面積の約八割が山林で
みきさ

平地は少ないが，古くから出雲街道や三原往還の通る交通の要衝であった。現在の水系は，三篠
としま

川が東から西流し町の中央部より南西に流れ，太田川と合流して瀬戸内海に，戸島川が町の北部

を北東に流れ，江の川と合流して日本海にそれぞれ注いでいる。 1万年以上前の三篠川は戸島川

として江の川に合流していたが，三篠川による浸食が進んだ結果（河川争奪)，現在のような水

系となっている。本遺跡は，三篠川に向かって緩やかに傾斜する扇状地状の地形に立地しており，

南側の県道沿いには三篠川の段丘崖がみとめられる。

町内には数多くの遺跡がみられ，古くから人々の生活に適していたことが窺われる。以下，歴

史的環境について発掘調査が実施された遺跡を中心に概観していきたい。

縄文時代以前の遺跡はまだ明らかになっていないが，縄文時代については，今回の調査で初め

て後期の土器片と石鑛が出土している。

弥生時代は，前期の遺跡は未確認であるが中期以降になると少しずつ遺跡が確認されている。

佳茜芙狗砦遺跡(坂)では弥生時代中期後半のものと思われる壺形土器が出土している。後期に
ことひら くに善だやま

なると遺跡の数が増え，琴比良神社裏で箱式石棺が確認されている国貞山遺跡（坂）や弥生時代
ながたなかく．み かみたきがわ

後期の土器片が出土している長田中組遺跡（長田)(') ･上滝川1号遺跡②などがあり，周辺で集落

の存在を窺うことができる。

古墳時代に入ると遺跡の数が増加し，当町域には約100基の古墳が存在している'3'。そのうち
こまるこ

前半期の古墳とされるものは,竪穴式石室を内部主体とする藩亀古墳(長田)，小丸子第4号古
おうね

墳（長田)，箱式石棺を内部主体とする負根古墳群（戸島）などがある。後半期は横穴式石室を
おわら

内部主体とするものが多い。本遺跡のある坂地区には，三篠川の北側に尾原古墳群, 中組古墳，
しるやました せんげづか みずのうち よきょう じなか

城山下古墳，千間塚古墳(4)，水野内千間塚古墳(5)，余京地中古墳，余京地下古墳などがあり，三篠
いわや じ

川の南側におんばん古墳群，岩屋地古墳などが確認されている。なかでも千間塚古墳は，烏形

瓶・環状瓶（東京国立博物館所蔵）など特異な形態の須恵器が出土しており，築造時期は7世紀

中葉頃と考えられている。また水野内千間塚古墳は，江の川流域にみられる，石室に玄門立柱を
ふくめん

使用しているタイプである。古墳に対して集落遺跡は数が少なく，副免遺跡‘！ （長田）で掘立柱

建物跡や土坑・溝が確認されているが， これらのうち数棟が後期頃に推定される。また，ほ場整
ようこうち

備に伴って試掘で確認された養光地遺跡（長田）がある。
てらのした

古代では寺之下遺跡(7)の発掘調査で，主に掘立柱建物跡（8棟）や竪穴住居跡（2軒）が確認

されている。中世の建物跡であるSB9以外は奈良時代から平安時代にかけてのもので，掘立柱

建物跡の配置や構造などから官衙関連施設の可能性は薄く，豪族の居館跡ではないかと推定され
しょうじきでん

ている幟)O正敷田遺跡（長田）からは，単弁蓮華文の弁の部分に火炎文が施された軒丸瓦が出土
みようかん

しており， 7世紀後半から8世紀前半の寺院跡と推定され(9),同様の瓦が出土した吉田町の明官

弛廃寺跡との関連性が考えられる。また,隻舎山の中腹で礎石が確認された|日角萌÷跡(長田）

－2－



第1図周辺遺跡分布図(1 : 25,000)
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からは布目瓦の破片が出土しており，平安時代の山岳寺院の存在も指摘されている('0)。

鎌倉時代になると，武士の台頭に伴って既存の荘園がしだいに衰退し，平家滅亡(1185年）

や承久の乱(1221年）の後，高田郡内にも地頭が置かれ，武士団が入部し鎌倉時代から室町時
ひげつ こぶき

代を通じて在地領主化が進んだ｡坂には坂氏（日下津城),著曹に有富氏(古吹城),長田に内藤
たや

氏（田屋城）など，いずれも戦国時代になって台頭する毛利氏と関わりが深い在地領主が存在し

ており， これらに関係する寺跡や城跡などが伝承されている。また寺山古墓，掘立柱建物跡や井
ちかきよ

戸跡などが検出されている地加清'号遺跡(戸島)!'') ・羊未遺跡(戸島) ('2),小規模な集落跡で掘
立柱建物跡や溝状遺構が確認されている上滝川1号遺跡（戸島）がある。寺之下遺跡（坂）で

は， 4間×2間に四面庇を備えている構造の大規模な総柱の掘立柱建物跡が確認された。規模は

6間×4間(162m×9.6m)で庇部分の一部の柱穴を除き，根石が認められている。これらの

ことから，鎌倉時代以降の建物跡で寝殿造の可能性も考えられている。''3）
おわら

江戸時代の遺構としては，篭を埋めた土坑が確認されている尾原遺跡（坂)“)，麻釜と麻釜に

伴う柵列と作業小屋が確認されている副免遺跡（長田)， さらに三篠川で川舟による運搬の基点
たかおおち

として栄えた高大地湊跡（長田）などが知られ，現在，高大地湊跡は景観復原されている。

註

( 1 )向原町教育委員会「長田中組遺跡」 1992年

（2 ）財団法人広島県埋蔵文化財調査センター「上滝川1号遺跡」 1993年

（3）広島県教育委員会『広島県遺跡地図Ⅳ（高田郡)｣ 1997年

（4 ）小都隆「千間塚古墳」 『探訪・広島の古墳」芸備友の会 1991年

（5） 向原町誌編纂委員会「原始・古代の向原」 『向原町誌」上巻向原町 1992年

（6） 向原町教育委員会『副免遺跡」 1996年

（ 7 ）財団法人広島県埋蔵文化財調査センター「寺之下遺跡」 1998年

向原町教育委員会「寺之下遺跡」 1999年

（8） 中村尚「郡衙所在地についての一考察一高田郡衙を中心に広島県の郡衙所在地を考える－」 「研究輯録Ⅷ」

財団法人広島県埋蔵文化財調査センター 1998年

（9）註（5）に同じ

(10)向原町誌編纂委員会「文化財調査資料（名勝・旧蹟)」 「向原町誌」下巻向原町 1989年

(ll)向原町教育委員会「地加清1号遺跡』 1995年

(12)向原町教育委員会『平木遺跡」 1992年

（13）註（7）に同じ

（14）財団法人広島県埋蔵文化財調査センター『寺之下・尾原』 1999年

＊遺跡の名称は，広島県教育委員会「広島県遺跡地図Ⅳ（高田郡)」 1997年による。

参考文献

高田郡町村会「高田郡史」上巻 1972年

竹内理三編「角川日本地名大事典」第34巻広島県角川書店 1987年
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Ⅲ調査の概要

本遺跡周辺は，標高220m前後の階段状の水田になっており，過去幾度かの水田造成のため地

形の改変が行われ，遺構の保存状況は良好ではなかった。

調査区は, 1999年度調査区域を西からA･B･C調査区とし, 2000年度調査区域を，．E・

F区とした。また, A・B調査区は北側から1～3区に分けた。

調査区内の土層は，黒褐色粘質士（耕作土） ・茶褐色土・茶灰褐色土（床土） ・黒褐色粘質土

(流入土） ・淡褐色粘質土（遺構面）の順に堆積していた。層序は斜面の下側でやや厚くなるもの

の，水田の床土（茶褐色土・茶灰褐色士） を除去すると直ぐに遺構検出面となる。

遺構は調査区範囲の関係上，調査区外に広がるものが多く，全容をつかめないものが多い。

調査の結果，竪穴住居跡9軒，掘立柱建物跡1棟，土坑28基，性格不明の遺構9基，小士坑群

などを検出した。出土した遺物は，縄文土器・弥生土器・土師器・須恵器・土師質土器・陶磁器

の破片，石器，砥石などである。各調査区で確認した遺構・遺物は次のとおりである。

A－1区竪穴住居跡5軒(SBl～5),性格不明の遺構1基(SXl)を確認した。 SB1~

3は円形で，そのうちSB2は径約5.0m, 4本の柱をもつ。 SBl･2は，出土した

遺物から弥生後期のものと考えられる。 SB3～5は遺物が出土していないため，時

期は不明である。調査区内からは弥生土器・須恵器・土師器・土師質土器の破片，砥

石などが出土した。

A－2区土坑6基(SKl～6)を確認した。 SKlから石器が7点出土しており，縄文時代

後期～弥生時代のものと考えられるが，性格は不明である。調査区内から弥生土器の

器台の破片，石器の剥片，鉄器などが出土した。

A－3区遺構は存在しなかったが，調査区内から土師器の甕，須恵器片なと響が出土した。

B－l区 2層の遺構面（黒褐色粘質土・淡褐色粘質土）から，土坑6基(SK7～12)を確認

した。いずれの遺構も出土遺物が細片のため，時期や性格を特定することは難しい。

調査区内から小型の磨製蛤刃石斧，須恵器・土師質土器・陶磁器の破片が出土した。

B－2区掘立柱建物跡1棟(SB6),土坑10基(SK13～22),性格不明の遺構3基(SX

2～4），小土坑群を確認した。 SB6は, 2間×2間以上である。柱穴には根石や詰

め石，柱材が残っているものもあり，中世の可能性がある。また，周辺の小士坑群か

らは，土師質土器皿が出土している。 SK13からは瓦質土器の播鉢が出土しており，

時期はおおむね16世紀前後が考えられるが，性格は明らかではない。 SK22は埋桶

土坑で，底板を検出している。側板は検出できなかったが， まわりを漆喰でかためて

おり，底面直上から青銅製の煙管が出土した。調査区内からは，須恵器・土師質土

器・陶磁器片や石臼，鉄釘などが出土した。

B－3区土坑2基(SK23･ 24),及び小土坑などを確認した。小土坑からは土師質土器皿が

出土した。調査区内からは，須恵器・土師質土器・陶磁器の破片などが出土した。
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C区遺構は存在しなかったが，調査区内から縄文土器・弥生土器・須恵器片などが出土した。

D区土坑1基(SK25),及び小土坑などを確認した。調査区内から弥生土器・須恵器・陶

磁器片など幅広い時代の遺物が出土した。

E区土坑2基(SK26 ． 27) と性格不明の遺構2基(SX5 ． 6)を確認した。調査区内

からは，弥生土器・土師器・須恵器片などが出土した。

F区竪穴住居跡を4軒(SB7～10),性格不明の遺構3基(SX7～9),土坑1基(SK

28）を確認した。 SB7は径が約6mの円形で， 中央部に炉跡，その周囲に柱穴を5基

確認した。時期は，出土した遺物から弥生時代後期中頃と考えられる。調査区内からは，

弥生土器・土師器片，石製品などが出土した。

第2図遺跡周辺地形図(1 : 2,000) アミ目は調査区・斜線は宅地
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Ⅳ遺構と遺物

1 A-1区（第3図）

A区は遺跡の南西に位置する調査区で，南北方向に3地点の調査区があり，北側からA－l

区・A－2区・A－3区とした。A-1区の遺構面の標高は214～215mである。現在の地形も

南北方向の斜面になっているが，土層の堆積状況から旧地形も同じように傾斜していたと考えら

れる。調査区の南半分は10～30cmの礫が堆積しており， この面で遺構は確認できなかった。北

半分で検出した遺構は，弥生時代の竪穴住居跡5軒，性格不明の遺

構1基である。遺物は，弥生土器・須恵器・土師器・土師質土器の

破片，砥石などが出土した。

4
21 5．0m

/号 、
.．‘．
/号 、
.．‘．SB1 (第4図，図版la～c)

A－l区の北端に位置する。南東側のSB3と近接し, SB2と

は南側で重複関係にある。南東側で壁溝が三重になっていることか

ら建て替えがあったものと考えられ， もっとも外側から順にSBla

~1cとした。

平面形は西側の半分以上が調査区外になるが，現状から推定して

円形の住居跡と考えられ, SBlaの検出面での規模は東西3.lm,

南北5.7m,壁高（東壁) 0.2mで，床面は径7.6m程度と推定され

る。壁溝は幅0．2～0．3m,深さ0.2～0.3mである。柱穴はSBla

～cの床面で4基確認された。 SBlaの主柱穴は3基(Pl ･

2 ． 4）確認でき，復元すると6本柱構造と考えられる。柱穴の規模

は, Plは径0.3m,深さ0.3m, P2は径0.2m,深さ0.3m, P4

は径0.3m,深さ0．4mである。柱間距離は, Pl～P2が2.0m,P2

~P4が2.8mである。

SBlbの規模は東西2.8m,南北3.3mで，床面は径7．Om程度

と推定される。壁溝は幅0．2～0.3m,深さ5～lOcmである。主柱

穴は3基(Pl～3)確認でき, 6本柱構造と考えられる。柱穴の

規模は, Plは径0.3m,深さ0.3m, P2は径0.2m,深さ0．3m,

P3は径0．2m,深さ0.4mである。柱間距離は, Pl～P2が2.0m,

P2～P3が2.3mである。

SBlcの規模は東西l.8m,南北2.2mである。床面は推定で径

5.8m程度と思われる。壁溝は幅0.1～0.2m,深さ5cmである。主
O

柱穴は確認できなかった。 上
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SBla～cの壁溝底面から，径約10cmの小穴が多数並んで検出された。その一部は壁に差

し込んだ板を留めた杭穴の可能性が考えられる。

また, SBla･ lbの壁溝から焼土及び炭化物を, SBlb ・ lcの埋土上層で焼土を確認

した。土層にSBlb ・ lcの壁の立ち上がりが認められないことからSBlcが最も古く，

SBlcは同心円状に拡張してSBlbとなっている。SBlaとSBlbは北側の壁を共有し

ており，南側部分のみ拡張していると考えられる。SBla～lcの新旧関係は古い順にSB1

c→lb→laと考えられる。SBla～cと南側で重複するSB2との新旧関係は士層では判

断できなかったが, SB2の平面形が隅丸方形に近い円形であること，出土遺物が新しいことな

どから, SB2が新しいと考えられる。

遺物は, SBlaの東側壁溝付近から弥生土器の甕(1 ･ 2),砥石，堆積土から弥生土器

片・須恵器片・土師質土器片が出土している。

出土遺物（第12図，図版22)

弥生土器

甕（1～5） 1～3は口径が18.0～

21.0cmと推定される大型の甕である。い

ずれも頸部が「〈」字状に外反し，直

立．やや外傾気味に立ち上がり端部に至

っている。端部はつまみ上げによって上

方へ拡張し，丸く終わっている。 lは完

形である。口縁部外面に4条の凹線が，

頚部から肩部外面にはへう状工具による

刺突文が施されている。胴部の最大径は

中位よりやや上にあり径25.8cmである。

底部はやや窪んでおり，径4.5cm,器高は

31.3cmである。調整は口縁内外ともヨコ

ナデ，胴部外面はハケ目の後，縦方向の

へラ磨き，成形は肩部内面が横方向，肩

から中央付近が斜め方向のへラ削りが残

っている。底部から胴部中位まではヘラ

ケズリの後，縦方向のハケ目が施されて

いる。胎士は1～3111nlの砂粒を多く含み

焼成は良好である。

2は全体の3分の1の破片である。口

縁部外面に2条の凹線が，肩部にはへう
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状工具による刺突文が施されている。胴部の最大径は中位よりやや上にあり推定で29.9cmであ

る。調整は口縁内外ともヨコナデ，胴部外面はハケ目の後，部分的にへう磨きが施されている。

肩部内面は横方向，下部は右下から左上へのへう削りである。胎土は1～5nnの砂粒を多く含み

焼成は良好である。 3は全体の5分の1以下の破片である。口縁部外面に2条の凹線がある。調

整は口縁内外ともヨコナデ，胴部内面の肩部は横方向のへラ削りである。胎土は1～2mmの砂粒

を含み焼成は良好である。4は復元口径が12.6cmの鉢で，全体の5分の1の破片である。口縁部

外面に強いナデの痕がみられる。調整は口縁内外ともヨコナデ，体部外面は縦方向のへラ磨き，

内面は下から上へ縦方向のへラ削りである。胎土は1mm程度の砂粒を多く含み焼成は良好である。

5は小片で，口縁部外面に2条の凹線がある。調整は口縁部外面がへラ磨き，内面がへラ削りで

ある。胎土は1～3mnlの砂粒を含み焼成は良好である。

SB2 (第5図，図版2a･b)

A－l区の北側に位置する。北東1.4mにSB3があり, SBlとは北側で重複関係にある。

平面形は北側と東側がやや直線的であるがほぼ円形で，規模は東西方向4.9m,南北方向5.1m,

壁高は北壁で0.2m,東壁で0.2mである。

床面は径約5mで，ほぼ平坦である。壁溝は幅0.2～0.4m,深さ5～7cmである。柱穴は主

合
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柱穴が4基(Pl～4)確認され, 4本柱構造と考えられる。柱穴の規模は,Plは径0.4～0.5

m>深さ0.3m, P2は径0.3～0.4m,深さ0.4m, P3は径0.3m,深さ0．4m, P4は径0．3

m,深さ0．3mであり, P3以外は2段に掘り込まれている。柱間距離は, Pl～P2が2.3m,

P2～P3が2.lm, P3～P4が2.2m, P4～Plが2.lmである。

床面中央部に楕円形の土坑があり，規模は東西0.6m,南北0.6m,深さ0.2mである。埋土か

ら炭化物が検出されたことから炉跡と考えられる。

床面から15～20cmの高さの位置で淡榿褐色粘質土の焼土及び炭化物が検出された。焼土の厚

さは約5～lOcmで，主に北半部と南西部に集中している。炭化物は少量であったが，大きいも

のは54cm×18cmのものもあり，柱穴の近くから中央の炉跡に向いた方向で出土している。焼失

住居の可能性も考えられるが，床面及び壁が焼けていないことや，堆積土の状況をみると一度に

流入していることから，その可能性は低いと考えられる。

南西側の壁際で土坑を検出した。平面形は楕円形で，規模は東西l.0m,南北1．4m,深さ約

0.5mである。底面はほぼ平坦である。遺物は出土しておらず，用途は不明である。この土坑の

埋土上層からも焼土が検出されていること，土坑の部分に壁溝がないことから， この土坑はSB

に伴っていると考えられる。

SBlとの新旧関係は, SBlの項で述べたとおりSB2が新しいと考えられる。

床面の北西壁付近や柱穴付近から二重口縁の壺の破片（6～9）が出土した。北東隅で検出し

た石は台石と思われる。

出土遺物（第12図，図版22)

弥生土器

壺（6～9） 4点すべて二重口縁の壺で， 5分の1以下の破片である。 6は復元口径が15.6

Cm,頚部が大きく外反した後，やや直立気味に立ち上がり，端部は平らに終わる。口縁部外面に

5条の凹線があり，内面は接合部分や端部付近まで指頭圧痕が残っている。調整は口縁内外とも

ヨコナデ，肩部内面は横方向のへラ削りである。胎土はlm程度の砂粒を少し含み，焼成は良好

である。 7は口縁部～頚部の破片である。頚部で大きく外反した後，口縁部はやや内側に立ち上

がる。端部は欠損している。口縁部外面に櫛歯状工具による波状文が施されている。内面の接合

部分には指頭圧痕が残っている。調整は口縁内外ともヨコナデ，頸部外面は縦方向の細かいハケ

目が残っている。胎土はlnn程度の砂粒を少し含み，焼成は良好である｡ 8は口縁端部を欠失し

ている破片である。口縁部外面には凹線が3条以上あったと考えられ，頸部内面はカキ目状に条

痕が残っている。外面には縦方向のハケ目が認められる。胎土はlmm以下の砂粒を少し含み，焼

成は良好である。 9は口縁部がやや内側に立ち上がる。口縁端部外面には8条の凹線があり，調

整は口縁内外ともヨコナデである。胎士はlnn程度の砂粒を少し含み，焼成は良好である。
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SB3 (第6図，図版2c)

A－l区の北側に位置する。北西0.3mにSB1,南西1．4mにSB2がある。

東側が調査区外のため平面形は不明であるが，残存している西側の形状から円形と考えられる。

検出部分の規模は東西方向l.0m,南北方向4.lm,壁高は北壁で0.3m,西壁で0.2mである。

床面は径5.3mと推定され， ほぼ平坦な床面の北西側で部分的に幅0．3m,深さ7cmの壁溝が

検出された。柱穴・炉跡は確認されなかった。

遺物は出土していない。

SB4 (第6図，図版3a)

A－l区の中央部に位置する。北西2．4mにSB2がある。南側は後世の削平を受けており不

明であるが，本来はSB5と重複関係にあったと推定される。

東・西側は調査区外のため形状は不明であるが，円形と推定される。規模は検出面で東西2．2

m,南北3.1m,壁高は北壁で5～llcmである。

床面は径6.0mと推定され，ほぼ平坦である。壁溝は検出されなかった。

柱穴は3基確認されたが，主柱穴が2基(Pl ･ 2)で4本柱構造と考えられる。柱穴の規模

は, Plは径0.4m,深さ0．3m, P2は径0.3m,深さ0.3mである。 Pl～P2の柱間距離は

2.lmである。
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調査区東壁際で東西方向0.7m,南北方向0.8m,深さ0．1mの土坑を検出した。炭化物と焼土

が多量に出土していることから炉跡と考えられる。

埋土上層から甕の口縁部(10)が出土した。

出土遺物（第12図）

土師器

"(10) 口縁部の破片で，頚部から大きく外反し，端部はほぼ水平になり丸く終わる。調

整は内外とも丁寧なヨコナデで，胎土はlm程度の砂粒を多く含み焼成は良好である。

SB5 (第7図，図版3b)

A－1区の中央部に位置する。西2.0mにSXlがある。南側は水田造成時に削平されており

不明であるが，本来はSB4と重複関係にあったと推定される。

北側は調査区外のため形状は不明であるが，検出部分の形から円形と推定される。規模は検出

部分で東西方向3.4m,南北方向3.6mである。床面は径5.6mと推定され， ほぼ平坦である。

北西側で幅0.1～0.2m,深さ2～8cmの壁溝を検出した。

柱穴は7基確認されたが，主柱穴が4基(Pl～4)で4本柱構造と考えられる。柱穴の規模

は, Plは径0.2m,深さ0．4m, P2は径0.2m,深さ0.3m, P3は径0.2m,深さ0.2m, P4

は径0.2m×0.4m,深さ0.2mである。柱間距離は, Pl～P2がl.7m, P2～P3がl.4m,

P3～P4が2.0m, P4～Plがl.5mである。

床面中央部に東西方向0.5m,南北方向0.4m,深さ0.1mの炉跡と考えられる土坑を検出した。

遺物は出土していない。
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SX1 (第7図，図版3b)

A－l区の中央部の西側調査区境に位置する。東3.3mにSB5がある。南東部のみ確認でき

た。その他の部分は調査区外であるため形状は不明である。検出部分の規模は東西l.0m,南北

2.1m,深さ0.3mである。

床面はほぼ平坦であり，埋土はSBl～5と同様の暗褐色粘質土であることから住居跡の可能

性も考えられたが，確認できた南東部の平面形が不定形であり，柱穴や壁溝が検出できなかった

ことから， ここでは性格不明の遺構とした。

2 A-2区（第8図，図版4a)

A－2区の遺構面の標高は212.5～213.5mで，土層の堆積状況から旧地形も現在の地形と同

様に南北方向に傾斜していたと考えられる。検出した遺構は士坑5基と小土坑数基である。遺物

は，弥生土器の器台の破片と石器，鉄器などが出土している。

SK1 (第9図，図版4b･ c)

A－2区の北側に位置する土坑である。南西l.2mにSK2がある◎平面

形は長方形であるが四隅には掘り込みがみられる。この掘り込み部分は底

面まで深く掘り込んでおらず，ゆるい傾斜をなしている。規模は北東～南

西方向がl.6m,北西～南東方向がl.1m,深さ0.2mである。底面はほぼ

平坦であるが，南西側がやや低い。形態的には，組合式木棺を収めた可能

性があると思われる。

埋土は単一層で,床面から石雛(ll ･ 12 ･ 14～16)と模形石器(13),

石槍の破片(17)が出土している。

213.5m

鰐珍
oOSK2'4
に念。 °
SK3

O

SK5/､。

出土遺物（第12図，図版23）

石器

石雛(ll ･ 12 ･ 14～16) これらはいずれも打製である。 12のみが

有茎式で，それ以外は平基式である。基部に浅い挟りがある。大きさは14 ･

15が小さく （長さ2cm未満), 11は比較的大きい(3cm前後)。側縁の形

態でみるとll ． 12 ･ 15は外膨み, 14は直線的, 16は内膨みである。い

ずれも背面・腹面とも細かな二次加工は縁辺に施されるにとどまり，中心

部は丁寧に加工されていない。そのため， 中心部は平坦であり腹面に素材

時の剥離面を残している。なお, 14 ･ 15は完形であるが， ほかは欠損し

ている。欠損した石雛の折れ面をみると, 11は新しく, 12 ･ 16は古く，

使用時もしくは廃棄時に折れたものと考えられる。石材はすべて珪質凝灰

岩である。

;K4
． － : t:: ：

SKe
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一
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ｰか

第8図A－2区

遺構配置図(1 : 200)
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石槍（17） 打製石槍の基部と考えられ，上半部を欠損している。現存長は3.6cmである。薄

い横長の剥片を素材として，縦方向に用いていると推定される。背面・腹面とも中心部に平坦面

を残しており，細かな二次加工は縁辺に施されるにとどまる。石材は珪質凝灰岩である。

SK2 (第9図，図版5a･b)

A－2区の北側に位置する土坑である。北東1.2mにSKlがある。平面形は北東隅の一部に

ゆるやかな曲線を描く長方形である。規模は東西方向1．4m,南北方向0．9m,深さ0.2mである。

底面はほぼ平坦である。遺物は出土していない。

SK3 (第10図，図版5a･b)

A－2区の北側に位置する土坑である。北l.0mにSK2がある。西側が攪乱を受けているが，

平面形は長方形と考えられる。規模は北西～南東方向l.7m,南西～北東方向0.8m,深さ0.4m

である。礫層を掘り込んでいるため，壁及び底面は礫で凹凸がはげしい。東側で径約0.6m,深さ

0.4mの小土坑と重複しているが，平面形の切り合いからみて小土坑がSK3より古い。
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SK4 (第10図，図版5b)

A-2区のほぼ中央に位置する士坑で，北東約2.0mにSK3が，南東2.0mにSK6がある。

西側が調査区外になるため平面形は不明であるが，東側の形状から長方形と考えられる。規模

は検出部分で北西～南東方向l.3m,南西～北東方向0.8m,深さ0．2mである。

底面はほぼ平坦である。遺物は出土していない。

SK5 (第1l図，図版5b)

A－2区のほぼ中央に位置する土坑である。北西約2.1mにSK3がある。

北東側が調査区外になるため平面形は不明であるが，南西側の形状から長方形と考えられる。

規模は検出部分で北西～南東方向1.7m,南西～北東方向0．8m,深さ0．3mである。

底面はほぼ平坦であるが，西側がやや低い。遺物は出土していない。

SK6 (第11図）

A－2区の中央部からやや南側に位置する土坑である。北西約2mにSK4がある。

平面形は西側がやや狭い長方形で，規模は東西方向1.3m,南北方向0.7m,深さ0.3mである。

底面はほぼ平坦である。遺物は出土していない。
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3 A-3区（図版5c)

A-3区の遺構面の標高は211.5～212.5mで，土層の堆積状況から旧地形も現在の地形と同

様に南北方向に傾斜していたと考えられる。

遺構は存在しなかったが，遺物は土師器・須恵器の破片が出土している。

A区出土遺物（第13図，図版22 ． 23）

弥生土器

壺（20） 約3分の1の破片である。復元口径22.7cmである。口縁部は肩部から頚部にかけ

て緩やかに内傾し，直立気味に立ち上がりほぼ直角に外反した後，やや内側に立ち上がる。端部

はやや拡張させて平らに終わる。口縁部外面に10条の凹線があり，その上から7条の条痕を縦

方向に施している部分もある。頸部中央の外面には断面が三角形の突帯を貼り付けており，上半

にハケ目，下半には櫛歯状工具による波状文を2条施している。調整は口縁内外ともヨコナデで

ある。胎土は1m程度の砂粒を多く含み焼成は良好である。

甕(21) 復元口径がll.6cmの小型の甕で，口縁部～頚部の5分の1以下の破片である。頚

部が「〈」字状に外反し，端部は上下に肥厚し，丸く終わっている。口縁部外面に3条の凹線が，

頚部外面にはへう状工具による刺突文がある。調整は口縁内外ともヨコナデ，肩部の胴部内面は

横方向のへラ削りである。胎土は0.5m程度の砂粒を含み焼成は良好である。

高杯(19) 脚柱上部の破片である。外面の調整はナデの後，縦方向のへラ磨き，内面は不
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定方向のへラ削りである。脚部と胴部との接合は挿入法によるものと考えられる。胎土は1～3

mの砂粒を多く含み焼成は良好である。

土師器

甑（22） 上半と下半に接点がなく図上復元している。復元口径21.4cm,復元胴部最大径23.1

cm,復元器高31.5cmである。口縁部はゆるやかに外反し， 口縁端部は丸く終わる。胴部は長胴気

味で，下半はやや細くなる。内面は肩部周辺が横方向，下部は斜め方向のへラ削り，基部周辺で

横方向のへラ削りが残っている。調整は口縁内外ともヨコナデで，外面は縦方向のハケ目，胎土

は1～3nmの砂粒を含み焼成は良好である。

甕（27～29） 27は復元口径が14.8cm,復元胴部最大径が13.3cmで上位にあり，鉢にちか

い器形である。口縁部は短く外反して立ち上がり，端部は丸く終わる。調整は口縁内外ともヨコ

ナデ，胴部外面の上部は横方向， 中部は縦方向のナデ，内面の上部は横方向，中部は斜め方向の

へラ削りである。胎土は0．5～lnmの砂粒を含み焼成は良好である｡ 28は口径19.5cm,胴部最

大径22.6cm,器高26.6cmである。口縁部がゆるやかな「〈」字状に屈曲するもので， 口縁端部

は丸く終わる。胴部は長胴気味の球形で最大径は下半にある。底部は丸底であるが，部分的に平

坦面が残る。調整は口縁部の内外面ともにヨコナデ，胴部外面はハケ目が残っている。内面の上

部は横方向，中～下部は斜め方向のへラ削りである。胎土は0．5～1nmの砂粒を含み，焼成は良

好である。底部から胴部下半にかけての外面に煤の付着が認められた。 29はいわゆる山陰系の

甕である。復元口径は18.9cm,復元頸径は12.6cmである。口縁部は薄く引き出し，端部は尖り

気味に丸く終わる。口縁の接合部は突出しておらず丸く納めている。調整は口縁内外ともヨコナ

デ，胴部外面は横方向のハケ目，内面の上部は横方向のへラ削りである。胎土はl～3mnの砂粒

を多く含み焼成は良好である。色調は淡黄褐色で在地産と思われる。

土師質土器

皿（23～26） 23 ． 24は口縁部・体部が内湾気味に立ち上がり，口縁端部は薄く丸く終わ

る。底部は回転へラ切りで，器厚は薄くなっている。 23の口径は10.4cm,器高2．0cm,底径4.8

Cmで，内面に煤が付着していることから灯明皿と考えられる。 24の口径は10.4cm,器高1.9cm,

底径6.8cmである。煤は付着していないが23とともに灯明皿と考えられる。 25 ･ 26は高台を貼

り付けたもので， 25の底径は7．6cm, 26は6.9cmである。切り離しは回転糸切りと思われる。

接合部分の内外面には丁寧なナデが施されている。

石器

石雛(18) 無茎式であり，基部に扶りがある。長さは1.5cmで，側縁の形態は外膨みである。

背面・腹面とも細かな二次加工は縁辺に施されるにとどまり， 中心部には至らない。そのため，

中心部は平坦であり腹面に素材時の剥離面を残している。
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4 B－1区（第14図，図版6a)

B区は遺跡の中央部南側に位置する調査区である。南北方向に3地点の調査区があり，北側か

らB－l区･B-2区･B-3区とした。B－l区の遺構面の標高は215.0～217.5mで，土層

の堆積状況から旧地形も現在の地形と同様に南北方向に傾斜していたと考えられる。

遺構面が2面あり遺構は各面3基の土坑を検出し

た。遺物は，小型の磨製蛤刃石斧，須恵器・土師質

土器・陶磁器の破片などが出土している。

SK7 (第15図，図版6b)

SK7～9は, B-1区第1面の南側に位置する

土坑である。南北方向にほぼ等間隔に並んで存在し

ており，南l.3mにSK8,南3.3mにSK9がある。

平面形はほぼ円形で，規模は径約2.0m,深さ0.5

mである。底面はゆるやかに窪んでいる。

遺物は，土師質土器皿の小片が出土している。

｡
、

SK8 (第15図，図版6b)

平面形は円形で，規模はSK7･ 9よりも少し小

さく径約1．lm,深さ0.3mである。底面はほぼ平坦

で，北側がやや高い。

遺物は出土していない。SK11

〃〃
216.0m

SK9 (第15図，図版6b)

平面形は東西方向が長い楕円形で，規模は東西方

向l.9m,南北方向l.7m,深さ0.5mである。底面

はほぼ平坦である。

遺物は出土していない。

: SK10

つ

SK12

SK10 (第15図，図版6c)

B－l区の第2面の南側に位置する土坑である。

北東2.8mにSKll,南東6.6mにSK12がある。

西側が調査区外になるため平面形は不明であるが，

東側の形状から東西方向に長い楕円形と考えられる。

規模は検出部分で東西方向1．2m,南北方向l.2m,

深さ0．2mである。底面はほぼ平坦で，遺物は出土

第2面

215.5m

0 5m

－

第14図B－l区遺構配置図(1 : 200)
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していない。

SK11 (第16図，図版7a)

B－l区の第2面の中央付近に位置する土坑である。南西約2.8mにSK10,南約8.6mにSK

12がある。平面形は不整楕円形で，規模は北東～南西方向2．4m,北西～南東方向l.lm,深さ

0.7mである。底面は長方形で，南西側の壁は約30度の角度で立ち上がっているbまた北東側は

二段に掘り込まれており，北東側の上端から約0．3m下に0．5m×0.5mのほぼ水平な平坦面があ

る。その平坦面から40cm×30cm×10cmの底面が平坦な石が出土しているが， この石が何を意

味するのかは不明である。その他の遺物は出土していない。

SK12 (第17図，図版7b)

B－l区の第2面の南端に位置する土坑で，北西6.6mにSK10,北8.6mにSKllがある。

東側が調査区外になるため平面形は不明であるが，西側の形状から長方形と考えられる。規模は

東西方向2.0m,南北方向l.lm,深さは

0.4mである。底面は長方形で， ほぼ平

坦である。遺物は出土していない。

膨弓4 面’ 画’

5 B-2区（第18図，図版7c)

B－2区の遺構面の標高は214.5～

215.5mで，士層の堆積状況から旧地形

も現在の地形と同様に南北方向に緩やか

に傾斜していたと考えられる。

検出した遺構は調査区外へ延びる掘立

柱建物跡1棟，土坑10基，性格不明の

遺構3基と小土坑群である。

遺物は, SK13から瓦質土器の橘鉢，

SK22から青銅製の煙管のほか，須恵

器・土師質土器・陶磁器の破片や石臼，

鉄釘などが出土している。
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SB6 (第19図，図版8a ． b)

B－2区の北半分に位置する掘立柱建物跡である。P3の北東側にSK16 ． 17が, P1の北

東側にSK15がある。

東側は削平を受けているため正確な規模は不明であるが，東側に延びる可能性があるので南北

方向を梁行とした。検出部分での規模は桁行2.5m,梁行3.9mで，実際には桁行2間以上，梁

行2間であったと考えられる。桁行方向はN67｡Wである。柱間距離はP1～P2が2.0m,P2

~P3が1.9m, P3～P4が2.5mである。柱穴の規模は, Plが径約0．3m,深さ0.2m, P2

が径約0.7m,深さ0.2m, P3が0.7m×0．4m,深さ0．3m, P4が径約0．3m,深さ0.3mで，

深さは斜面下側にあたるP3 ･ 4が深くなっている。

Pl･P4には，それぞれ大きさが20～30cm,厚さ10～20cm程度の平たい面をもつ石が出

土している。石は平坦面を上にした状態で，底面に接して置かれていることから，根石と考えら

れる。P2･P3からは10～20cmの小石が数個出土しており，他の柱穴と違い柱材を固定する

ための詰め石と考えられる。またP3からは径約10cm,長さ約30cmの柱材が出土した。

遺物は出土していない。

SK13 (第20図，図版8c)

B－2区の北半部に位置する土坑で

あり，南0.3mにSK14,南西1.0m

にSK15がある。平面形は北側が幅

広い不整な台形状で，規模は南北方向

1.0m,東西方向0.9m,深さ0.3mで

ある。掘方は二段に掘り込まれ，上面

上端から約0.2m下に南東側が不明瞭

であるがほぼ全周を巡る平坦面があ

り，そこから0．2m下に平坦な底面が

ある。瓦質土器の播鉢（32）の破片

がl個体出土しているが，床面直上か

ら出土しておらず，下段が埋まった時

点で他の石材と同時に廃棄された可能

性が考えられる。
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瓦質土器

播鉢（32） 体部は器厚がほぼ一

定で直線的に外方に開き， 口縁部に至

剛一

0 2m

トー－

第19図 SB6実測図(1 : 60)
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ってやや厚くなり端部を内側につまみ出して平らに終わる。内面には横方向にカキ目を施した後，

5条をl単位とする条痕（摺目）を放射状に16か所施している。調整は口縁内外ともヨコナデ，

体部外面もヨコナデである。体部外面には粘土紐巻上げ時の丁寧な指頭による成形痕が残る。胎

土はl～3mの砂粒を少し含み焼成は良好である

SK14 (第20図，図版8c)

B－2区の北半部に位置する土坑である。北0.3mにSK13,南西0.3mにSK15がある。

平面形は方形で，規模は北東～南西方向0.8m,北西～南東方向0.7m,深さ0.1mである。底

面はほぼ平坦であるが，小穴が4基，及び溝状の落ち込みが北側から中央付近まであるが性格は

不明である。南側に土坑と重複関係にある径0.2m,深さ0.2mの穴があるが，埋土の堆積状態

から土坑より新しいと考えられる。遺物は出土していない。

SK15 (第20図，図版8c)

B－2区の北半部に位置する土坑である。北東l.0mにSK13,同じく0.3m先にSK14が

ある。平面形は円形で，径約l.lm,深さ約0．2mである。底面は中央に向かって窪んでいるが，

ほぼ平坦である。遺物は出土していない。

SK16 (第21図，図版9a)

B－2区の中央部に位置する土坑である。南西l.8mにSK18,南東2.2mにSX2がある。

平面形は円形で，径約0.8m,深さ約0．lmである。底面はほぼ平坦である。 SK17とは重複

関係にあり，士層が単一層で確認できなかったが，検出及び精査作業時の観察からSK16がS

K17より新しいと思われる。遺物は，埋士から弥生土器の小片が出土した。
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SK17 (第21図，図版9a)

B－2区の中央部に位置する土坑である。西0.8mにSK18,南東2.8mにSX2がある。SK

16とは重複関係にあり, SK16が17より新しい。平面形は不整円形で，径約0.8m,深さ約0.l

mで, SK16より若干深い部分がある。底面はほぼ平坦である。

遺物は埋土中から弥生土器の小片が出土した。

SK18 (第21図，図版9b)

B-2区の中央部に位置する士坑である。東0.8mにSK17,南西3.2mにSX3がある。

平面形は南西側が広い台形状の不整形で，北東～南西方向0.8m,北西～南東方向0.6m,深

さ0.2mである。二段に掘り込まれ，北東側の上端から0.lm下に0.5m×0.lmの平坦面があり，

その0.1m下に底面がある。底面は0.5m×0．3mの長方形で，ほぼ平坦である。床面の東側隅に

径約0．lm,深さ0.lmの柱穴があるが土坑より新しい。

遺物は出土していない。

SK19 (第21図，図版9c)

B－2区の中央部に位置する土坑である。北3.2mにSK18,南西l.5mにSK20,北東2.4

mにSX2がある◎

東側は後世に穴が掘られて崩されているため平面形は不明であるが，西側の検出状況から長方

形と考えられる。規模は北西～南東方向l.2m,北東～南西方向0.8m,深さ0.2mである。底面

はほぼ平坦な長方形で， 中央に径約0.2m,深さ0.2m,北東部及び南東部に径約0.2m,深さ約

0.3mの小穴がある。検出状況から小穴は土坑より新しい。

遺物は出土していない。

SK20 (第21図，図版9c)

B－2区の中央部に位置する土坑である。北東l.1mにSK19,東0.3mにSK21,西0.2m

にSX3,南西0.8mにSX4がある。

平面形は楕円形で，北東～南西方向0.8m,北西～南東方向0.6m,深さ0.2mである。底面は

ゆるやかに窪んでいる。遺物は出土していない。

SK21 (第21図）

B－2区の中央部に位置する土坑である。北東0．8mにSK19,西0.3mにSK20,南西l.4

mにSX4がある。

平面形は北側がやや尖った円形で，南北方向0.7m,東西方向0.6m,深さ0.4mである。底面

はほぼ平坦であるが，中央部がわずかに窪んでいる。

遺物は出土していない。
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SK22 (第22図，図版lOa～c)

B-2区のほぼ中央部に位置する土坑である。北西1．0mにSX4,北3.6mにSK21がある。

平面形は円形で，検出面での径は約1.4m,底面での径は1.1mである。深さは0.8mである。

土坑の上端から内側に，厚さ3～5cmの榿褐色の漆喰が塗り込められていた。土坑底面からは，

厚さ0．5cmの板材が出土した。板材は完存しておらず，復元すると円形で径が1.1m程度であっ

たと思われる。板材は肉眼で確認できるものについては，ほとんど柾目であった。底部から10

cm付近と20cm付近の壁に， タガの痕跡と考えられる幅5～7cmの横方向の溝が確認された。こ

れらのことから底径が約1.1m,高さが0.8m以上の桶が埋設され，土坑と桶の間は水分の流失

を防ぐため漆喰を施したと考えられる。埋設方法については，側板は確認できなかったが， タガ

の痕跡と漆喰の状況から，桶よりやや大きい掘方を掘り込んだ後，桶を据えて，その後漆喰で桶

と壁の隙間を固めたと考えられる。検出面から底板までは川原石で埋まっていた。石の大きさは

長さが20～30cmの大きな石も含まれていたが， ほとんどは10～20cm程度のものであった。こ
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れらの石は，土坑の廃棄に伴って投入されたものと考えられる。

底板の上面では2～3cmの厚さで，沈殿物と思われる淡灰褐色砂質土が確認された。土坑の用

途については，水分の漏れを防ぐ設備があることから水溜もしくは肥溜と考えられる。

遺物は桶の底板上北西部から煙管（33 ． 34） と土師質土器皿（36） ・陶磁器（35）の破片

が出土している。

出土遺物（第27図，図版23）

土師質土器

皿（36） 口縁部～体部の4分の1の破片である。器高は2.9cmである。口縁部・体部は内湾気

味に立ち上がり，端部はやや尖って終わる。胎土はlnm以下の砂粒を少し含み焼成は良好である。

青銅製品

煙管（33 ． 34） 33が雁首， 34が吸

口である。ほかに煙管が出土していないの

で両者は同一個体であったと思われる。こ

れらは羅宇と呼ばれる木質の接合部が腐敗

したのち欠落した状態で出土している。33

は火皿の部分が欠落している。 34は吸い

口の端部を欠損しており，上下方向に潰れ

た状態で出土している。復元すると長さ8

Cm程度であったと思われる。雁首の脂返し

部分がまつすぐに伸びていることから，新

しい形態のものと思われ，江戸時代後期以

降と考えられる。

陶器

蕊（35） 甕と考えられる底部の破片

である。内外面ともに鉄釉が施され，内面

にはハケを用いて横方向に施されている。

鉢（37） 瀬戸・美濃系の破片である。

体部・口縁部は内湾しながら立ち上がり，

外面を強く押えることにより窪ませて口縁

としている。端部は内傾させながらやや拡

張して，平坦にしている。内面全体と口縁

部外面には灰釉が施され，体部の無釉部分

には煤が付着していることから，鍋として

転用していたと思われる。

I
－ －

－－
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l 淡褐色粘質土（炭化物を含む）

2 樋褐色粘質土（漆喰部分）

3 淡灰掲色砂質{：

4 淡灰褐色粘質t
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第22図SK22実測図(1 : 30)
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SX2 (第23図，図版lla)

B－2区の中央部に位置する。北東2.2mにSK16,西2.4mにSKl8,南西2.4mにSK

19がある。南東側が調査区外になるため平面形は不明であるが，検出部分の形状から不整な楕

円形と考えられる。規模は検出部分で北東～南西方向l.4m,北西～南東方向0.9m,深さ0.4m

である。二段に掘り込まれ，西側の上端から0.2m下に0.8m×0.4mの平坦面があり，その下約

0.lmに0.6m×0.4mの底面がある。土層の堆積状態から，西側の上段は東側の下段より新しい

と考えられる。

埋土から土師質土器の皿の破片が出土している。

SX3 (第23図，図版llb)

B－2区の中央部に位置する。北東3.2mにSK18,東0.2mにSK20,南0.1mにSX4が

ある。平面形は不整な円形で，規模は南北方向2.2m,東西方向2.Om,深さ0．5mである。

底面はゆるやかに窪んでいる。性格は不明であるが，平面形が不整形で底面が平坦でないこと

などから，土取り跡の可能性も考えられる。

埋土から土師質土器・陶磁器の小片が出土した。

1
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SX4 (第24図，図版llc)

B-2区のほぼ中央部に位置する。北東l.4mにSK21,南東l.0mにSK22,北0.lmにSX

3がある。平面形は不整な楕円形で，規模は北東～南西方向3.4m,北西～南東方向2.5m,深さ

0.6mである。二段に掘り込まれ，北東側の上端から0.2m下に2.0m×l.lmの平坦面があり，

その下0.5mに円形で径約0.9mのゆるやかに窪んでいる底面がある。 SX3と同様に性格は不

明であるが，平面形が不整形で底面が平坦でないことなどから，土取り跡の可能性も考えられる。

埋土から土師質土器皿（30)，瓦質土器鍋(31)の破片が出土した。

出土遺物（第27図，図版23）

土師質土器

皿（30） 底部～体部の4分の3の破片である。体部は内湾状に立ち上がり，底部｜

切りで，器厚は薄くなっている。底径は4.5cmである。調整は内外面ともに回転ナデで，

は底部から口縁部に向けてへラ状工具を用いた回転を利用した成形痕が残っている。

底部は静止糸

デで，内面に

r
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瓦質土器

1
鍋(31) 口縁部の5分の1以下の破片で，内湾状に立ち上がる器形と

思われる。外面に断面が台形の突帯が貼り付けられている。調整は，内外面

ともに丁寧なナデである。 I

21 4.25m

6 B-3区（第25図）

B－3区の遺構面の標高は214.0～214.5mで，土層の堆積状況から旧

地形も現在の地形と同様に南北方向に傾斜していたと考えられる。

検出した遺構は土坑2基，小土坑などである。遺物は，須恵器・土師質

土器・陶磁器の破片が出土している。

SK23 (第26図，図版12a)

B－3区の北半部に位置する土坑である。南5.5mにSK24がある。

平面形は円形で，規模は径約1．Om,深さ0.2mである。底面は径約0.3

mの円形で中央からやや北東に寄っており，平坦である。

遺物は出土していない。

。

＄

③
。

SK24 (第26図，図版12b)

B－3区の北半部に位置する土坑である。北5.5mにSK23がある。平

面形は不整な円形で，規模は径約l.8m,深さ0.2mである。底面は径約

l.4mの不整な円形で，平坦であるが，北東部に径0.2m,深さ0.2m,南

西部に径約0.4m,深さ0.2mの柱穴がある。

遺物は，須恵質土器の甕（38）が出土している。

､。｡
◎ SK24

0

戯。

出土遺物（第27図）

須恵質土器

甕（38） 口縁部～頚部の5分の1以下の破片で，大型の製品であっ

たと思われる。頚部より口縁部にかけては大きく外反しながら立ち上がり，

端部は中央を窪ませて，両端部をやや上方につまみあげて終わる。口縁部

外面には断面が三角形の突帯を貼り付けており，調整は口縁部・頚部は内

外面ともにヨコナデで，肩部の外面は平行叩き，内面は同心円文が残って

いる。胎士はlnm以下の砂粒を少し含み，焼成は良好である。

１非
一

4.C、

一

一

B区出土遺物（第27図，図版23） O

信戸一一 －－－ヶ－

石器
第25図B－3区遺構配置図(1 : 200)
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石斧（40） 小型の蛤刃石斧である。両側面にはl対のごく浅い挟り込みがあり，その周辺に

は表面の荒れが観察できる。基端には，柄を装着していた時についたと思われる剥離痕がある。刃

部には全体に潰れがあり，使用時についたと思われる剥離痕もみられる。重量は156.39である。

石製品

茶臼（39） 石英安山岩製の上臼である。擦面は8分割で副溝は約4本である。擦目の状態

から左回りの臼である。中央には軸を固定する方形の穴が貫通しており， これを中心として直径

約12cmの範囲が周囲よりもわずかに窪んでいる。芯棒孔周辺は特に摩滅が激しいため擦目が不

明瞭である。廃棄された時点で擦面周辺を打ち欠き，ほかの用途に転用された可能性がある。

土製品

円盤形土製品（41） 底径4.2cm,高さ2.6cmで上面の周辺部を少しずつ打ち欠いた後，形を

整えて円形にしている。中心部に孔を開けようとした痕跡があるが，貫通していない。紡錘車の

未製品の可能性も考えられる。胎土はlnm以下の砂粒を少し含み，焼成は良好である。

土師質土器

皿（42～47） 口縁部・体部が内湾状に立ち上がり， 口縁端部は丸く終わる。 42は体部の

器厚を薄く仕上げたもので，底部は回転糸切りから板目痕を残している。調整は体部内外面とも

にナデである。 43は器厚が厚く， ロクロ成形時の凹凸を全体的に残している。底部は静止糸切

り後未調整で，体部は内外面ともに回転ナデである。 44は底部～体部の約4分の1の破片であ
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る。体部には内外面ともにへう状工具による条痕が残り，やや厚めの底部裏にはハケ目状の条痕

がある。 45は体部の器厚を薄く仕上げたもので，底部は回転糸切り，内部をへう状工具でらせ

ん状に削った跡を残しているc体部の調整は内面が回転ナデ，外面がナデである。 46 ． 47は口

縁部・体部が内湾して立ち上がり， 口縁端部はわずかにつまみ丸く終わる。底部の器厚を厚く仕

上げたもので，調整は内外面ともに回転ナデである。 46は回転糸切り後，指頭による成形痕が

みられる。 47は底部内面にへう状工具による条痕が残る。

7 C区（図版13a)

C区は遺跡の南東側に位置する調査区である。遺構面の標高は214.5～215.0mで，土層の堆

積状況から旧地形も現在の地形と同様に南北方向に傾斜していたと考えられる。

遺構は存在しなかったが，調査区内から縄文土器・弥生土器・須恵器の破片が出土している。

C区出土遺物（第28図，図版24）

縄文土器

鉢（48～57） 48は磨消縄文土器で，縄文帯の幅は広く，それを区切る沈線も太い。器形

は深鉢と考えられる。 49は貝による磨消擬縄文をつけたものである。 50 ． 52は条痕文土器で，

50は摩滅により浅くなっているが太い沈線も施されている。 52は口縁端部がやや肥厚し内湾し

た器形で，浅鉢と考えられる。 54 ． 55 ． 57は口縁部の破片である。 54は口縁部を肥厚させ，

端部に刻み目を施している。外面には縄文が施され，内面には磨きの跡が認められる。 55は端

部がわずかに肥厚し，平坦面をつくっており，浅鉢と考えられる。外面には細い沈線が3条施さ

れている。 57は端部がわずかに肥厚し，丸く終わり，刻み目を施している。内面には条痕調整

の跡が残っている。

8 D区（第29図，図版14a)

D区は遺跡の中央部北側に位置する調査区である。遺構面の標高は218～221mで，士層の堆

積状況から旧地形も現在の地形と同様に南北方向に傾斜していたと考えられる。

検出した遺構は土坑1基，小土坑などである。調査区内から弥生土器・須恵器・陶磁器の破片

など幅広い時代の遺物が出土している。
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SK25 (第30図，図版14b･ c)

D区の南半部に位置する土坑である。平面形は南北方向にわずかに長い楕円形で，規模は北西

～南東方向1．1m,北東～南西方向0.9m,深さ0.2mである。底面は楕円形で，中心部がわずか

に窪んでいる。士坑内部が底面を残してぐるりと赤化しており，火熱を受けている（アミ目） と

思われる。中には角礫が入り込んでおり，焼けて赤化しているものもあり，炭化物も検出された。

赤化面までの埋士は暗灰褐色土で，炭化物・小礫を含んでいる。

遺物は出土していない。

D区出土遺物（第31図，図版24）

弥生土器

壷（60） 口縁部の破片である。外反しながら立ち上がり，端部は下方にやや拡張している。

端部に2条の凹線が施されている。調整は外面がナデ，内面は横ナデ後，横方向を中心とした不

定方向のへラ磨きである。胎士は1mm以下の砂粒を少し含み，焼成は良好である。

須恵器

杯（58） 体部は底部から緩やかに内湾しながら伸び，端部は丸く終わる。調整は，内外面

ともに回転ナデである。底部はへうによる切り離しの後にナデている。復元口径は13.4cmである。

夢 ￥撰象 X雪
㈲課転 ず洲…上がⅧ

－部には内傾した平坦面をもつ。外面に2条の条痕があり，断面
－218．6m

台形の突帯が貼り付けられている。調整は，口縁部は内外面と

もにヨコナデ，体部は内外面ともに横方向のハケ目である。体

卯部外面の上方には煤が付着している部分がある。
0

第30図SK25実測図(1 : 30)
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磁器

皿（62） 肥前系の染付皿の破片である。胎土は綴密で

少し灰色が強い。

石器

石雛（63） 打製の石雛である。平基式で，側縁の形態

は直線的で，背面・腹面とも細かな二次加工は縁辺のみにと

どまり，中心部には至らない。そのため，中心部は平坦であ

り腹面に素材時の剥離面を残している。先端部は欠損してお

り，使用時もしくは廃棄時に折れたものと考えられる。

9 E区（第32図，図版17c)

E区は遺跡の北東側に位置する調査区である。遺構面の標

高は221.7m前後である。検出した遺構は士坑2基と性格不

明の遺構2基，小土坑などである。調査区内から弥生土器・

須恵器・土師器の破片が出土している。

SX5 (第32 ･ 33図，図版16a～c)

E区の東半部，北側調査区境に位置する。東0.7mにSK

26，南東0.9mにSX6がある。北半分が調査区外になるた

め平面形は不明であるが，検出部分の形状から長方形と考え

られる。規模は検出部分で東西方向3.0m,南北方向1.0m,

で湧水してきたため深さは不明である。底付近と思われる部

分に50～90cnl×40～60cm程度の大きな石が詰まってお

り，その隙間や上の部分に一辺20cnl程度の川原石と小石が詰

まっていた。底面と推定される部分は砂質土であった。

遺物は出土していない。

SX6 (第32 ･ 33図，図版15b･ c)

E区の東半部，南側調査区境に位置する。北12mにSK

26，北東0.9mにSX5がある。遺構の西側に1.5m×1．2

mの大石があり，南側は削平され平面形は確認できなかった。

規模は検出部分で東西方向2.7m,南北方向1.5m,深さは

約0.7mである。大石の東側部分には一辺約50cm程度の石

と小さい川原石が詰まっていたため，床面の状況を確認する

ことはできなかった。遺物は出土していない。

0

2.5m

第32図

E区遺構配置図（1 ： 100）
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SK26 (第32 ･ 33図図版17a)

E区の東半部，北側調査区境に位置する。西0.7mにSX5,南l.2mにSX6がある。検出

部分の形状から不整円形と考えられる。規模は検出部分で東西方向l.3m,南北方向0.5mで，

二段に掘り込まれており，南側の上端から6cm下にl.3m×0.5mの平坦面があり，その下0.3m

に検出部分0.3m×0.2mの楕円形と思われる底面がある。遺物は出土していない。

SK27 (第32図，図版17b)

E区の北東端に位置する。西2.0mにSK26,南西3.0mにSX7がある。平面形は不整楕円

形で，規模は北西～南東方向1.0m,北東～南西方向0.7m,深さ0.2mである。底面は不整楕円

形で，ほぼ平坦である。遺物は出土していない。

E区出土遺物（第34図，図版24）

土師器

甕（64） 口縁部はやや外反気味に斜方向に伸び，端部はわずかに細く丸く終わる。調整は

口縁部内外面ともにヨコナデ，胴部上方外面には縦方向のハケ目が残る。

高杯（65） 脚柱上部の破片である。調整は内外面ともにヨコナデである。

須恵器

壺（66） 長頚壺の口頚部の破片である。外面中央部に，ヘラ状工具で施されたと思われる

条痕が2条みられる。調整は内外面ともに回転ナデである。

l 淡茶褐色砂質土

2 淡暗褐色砂質土

3蝋褐色粘質土（淡茶褐色土ブロックを含む）

4 暗茶褐色粘質士

5暗茶灰褐色粘質土

C'
一

SX6B'
－B22,.6m SX5 -2221.6m

一一－－

0 2m

ｰ一一房岸一一

第33図SX5． 6, SK26断面図(1 : 60)
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64 65

第34図E区出土遺物実測図(1 : 3)
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10 F区（第35図，図版21c)

F区は遺跡の南東側に位置する調査区である。遺構面の標高は219.7m前後である。近接・重

複した竪穴住居跡4軒と性格不明の遺構3基，土坑1基，柱穴などを検出した。調査区内から弥

生土器・須恵器・土師器の破片，石器などが出土している。

SB7 (第36図，図版18a～c)

F区の東半部に位置する。西0.2mにSX7があり，南西側に重複してSB8とSB10がある。

北側・南側の一部が調査区外のため形状は不明であるが，検出部分の形から円形と考えられる。

規模は検出部分で東西方向5.7m,

南北方向2.5mである。床面は平坦

で，径約5.6mと推定される。床面

の東側と西側に，幅約0.2m,深さ

約0.lmの壁溝がある。柱穴は13

基検出されたが，そのうち主柱穴が

5基(Pl～5)で，配列からする

と調査区外にあと3基あるものと考

えられ， 8本柱構造と推定される。

柱穴の規模は, Plは径約0．3m,

深さ0.6m,P2は径約0.3m,深さ

0．7m, P3は径約0.3m,深さ0.6

m, P4は径約0.3m,深さ0.5m,

P5は径約0.3m,深さ0.5mであ

る。柱間距離はPl～P2が1．5m,

P2～P3がl.5m, P3～P4が

l.1m, P4～P5がl.3mである。

床面には厚さlOcm前後の貼床が

検出されたが， その下部には遺構

がなかった。

床面の中央付近で二段に掘り込

まれている不整円形の士坑は，周

辺から炭化物が出土していること

から炉跡と考えられる。規模は東

西方向l.3m,南北方向l.lm,深

さ0.3m,北東側の掘方から約0.2

m下に約0.5m×0.2mの平坦面が

/＝
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あり，その平坦面から7cm下に約0.6m×0.7mの平坦な底面がある。 SB7･8． 10の新旧関

係は，平面形の切り合い関係や士層などから，古い順にSB7→SB8→SB10と考えられる。

炉跡周辺から鉄澤，埋土から弥生士器甕の胴部（67）が，炉跡から弥生土器片（82），石錐

(85），砥石（84）が出土した。

出土遺物（第37図，図版24）

弥生土器

翌（67） 胴部の3分の1の破片である。胴部の最大径は中位よりやや上にあり，復元径で22．

3cmである。調整は，胴部外面上部はヨコナデ， 中部から下半は縦方向のへラ磨き，肩部にへう

状工具による刺突文がある。内面は上部横方向，下部縦方向のへラ削りである。胎土はl～3m

の砂粒を多く含み焼成は良好である。

甕（82 ． 83） 82の口縁部は「〈」字状に外反した後，やや平らに終わり，ヘラ状工具に

よる刻目が施されている。胴部上半には2条の平行沈線が2か所に施されている。調整は口縁部

内外面ともにヨコナデ，胴部内外面は横方向のへラ磨きである｡ 83は端部を欠いており，外面

には、多条の沈線が巡っている。 82 ． 83とも胎土はlm程度の砂粒を多く含み焼成は良好であ

る。弥生前期後半のものと思われる。

石器

石鐡（85） 打製の石雛である。平基式で，基部にわずかな挟りがみられ，側縁の形態は内

膨みである。背面・腹面とも細かな二次加工は縁辺に施されるにとどまり，中心部には至らない。

そのため， 中心部はほぼ平坦で腹面に素材時の剥離面を残している。先端部は欠損しており，使

用時もしくは廃棄時に折れたものと考えられる。

石製品

砥石（84） 方柱状を呈している。 3面を使用しており，擦痕もみられる。特に右側面の使

用頻度が高く，磨り減って湾曲気味である。

SB8 (第36図，図版19b)

F区の東半部，南側調査区境に位置する。北l.5mにSX7があり，北東側でSB7と，南東

側でSB10と，西側でSK29と重複している。

北側の一部のみ確認することができた。南部分が調査区外のため形状は不明であるが，検出部

分の形から円形と考えられる。規模は検出部分で東西方向3.1m,南北方向l.0m,壁高は北壁

で0．3mである。床面はほぼ平坦で，径約4．8mと推定される。北側壁面に沿って幅約0.4m,深

さ0．1～0.2mの壁溝が確認された。溝の周辺で径0.lm程度，深さ約0.1mの小穴が4個近接し

て検出された。柱穴・炉跡は検出されなかった。

SB7･8． 10の新旧関係は，前述の通りSB7→SB8→SB10と考えられる。

埋土から弥生土器の蕊など（70～73 ． 75 ． 76）や土師器の甕（74）の破片が出土した。
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出土遺物（第37図，図版24）

弥生土器

甕（70～73） 70は口縁部が「く」字状に外反し，端部は上下に肥厚し，丸く終わってい

る。口縁部外面に3条の凹線が施されている。調整は， 口縁部内外面はヨコナデ，胴部内面の上

部は横方向のへラ削りと考えられる。胎土はlnn以下の砂粒を少し含み焼成は良好である。 71

は口縁部がゆるやかに外反し，端部は丸く終わり，ヘラ状工具による刻目が施されている。調整

は口縁部内外面ともに丁寧なヨコナデである。胎士はl～2nmの砂粒を多く含み焼成は良好であ

る。弥生前期後半期の可能性がある。 72 ． 73はいずれも小片である。胎土はl～2nmの砂粒を

含んでおり，焼成は良好である。

土師器

甕（74） 山陰系の二重口縁の土器で，口縁部の10分の1以下の破片である。口縁部は外方

に薄く引き出し，擬口縁端部は突き出し丸く細く納めている。調整は口縁部内外面ともにヨコナ

デである。胎土は密で焼成は良好である。

SB9 (第38図，図版19c･20a)

F区の西端，南西側調査区境に位置する◎北0.5mにSX9があり，東側でSX8と重複して

いる。北東部分のみ確認することができ，柱穴・炉跡は検出されなかった。形状は不明であるが，

検出部分の形から円形と考えられる。規模は検出部分で東西方向l.8m,南北方向l.4m,壁高

は北東壁で0.2mである。床面はほぼ平坦で，径約5．5mと推定される。北東側壁面に沿って幅

約0.lm,深さ約0.lmの壁溝が検出された。壁溝は，北端で推定径0.4m,深さ0.5mの柱穴と

重複しているが，土層などからこの柱穴はSB9に伴うものではなく, SB9よりも後に掘られ

たものと考えられる。SX8との新旧関係は，平面形の切り合い関係や土層などからSB9がSX

8よりも古いと考えられる。埋土から土師器の甕（77 ． 78）の破片が出土した。

出土遺物（第37図）

土師器

喪（77 ． 78） ともに口縁部の10分の1以下の破片である。口縁部はやや外反気味に斜方

向に伸び，端部はわずかに細く丸く終わる。調整は口縁部内外面ともにヨコナデである。胎土は

l～3mの砂粒を多く含み焼成は良好である。

SB10 (第36図，図版21b)

F区の東半部，南側調査区境に位置する。北西側でSB8と，北側でSB7と重複している。

北側の一部分のみを確認することができた。ほとんどの部分が調査区外のため形状は不明であ

るが，検出面の形から円形と考えられる。規模は検出面で東西方向3.2m,南北方向0.6mである。

床面は径約5.lmと推定される。北側に幅約0.1m,深さ約0.lmの壁溝が検出された。柱穴・炉
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跡は検出されなかった。 SB7 ･ 8 ･ 10の新旧関係は，前述の通りSB7→SB8→SB10と

考えられる。埋土から弥生土器の甕（79 ． 80）や土師器の甕(81)の破片が出土した。

出土遺物（第37図）

弥生土器

甕（79 ． 80） ともに口縁部の10分の1以下の破片である。口縁部は「<」字状に外反し，

79の端部は上下に肥厚していると考えられるが， 80はわずかに薄く丸く終わっている。調整は，

口縁部内外面ともにヨコナデである。胎土は1nm以下の砂粒を少し含み焼成は良好である。

土師器

甕(81) 口縁部の10分の1以下の破片である。口縁部はやや外反気味に斜方向に伸び，端

部はわずかに細く丸く終わる。調整は口縁部内外面ともにヨコナデである。胎土はlnm以下の砂

粒を含み焼成は良好である。

SX7 (第36図，図版19a)

F区の中央部，北側調査区境に位置する。東0.2mにSB7,南l.5mにSB8がある。南側

の一部分を確認することができた。北側のほとんどの部分が調査区外のため形状は不明である。

規模は検出部分で東西方向2.7m,南北方向0.6m,深さは約0.3mである。床面の状況は検出部

分だけでは判断できないが，径0.2m,深さ0.lmの小穴を1基確認した。

埋土から弥生土器の甕（69）や土師器の甕（68）の破片が出土した。

出土遺物（第37図）

弥生土器

蕊（69） 口縁部の10分の1以下の破片である。口縁部は「<」字状に外反し，口縁端部は

厚く丸く終わり，へラ状工具による刻目が施されている。調整は口縁部内外面ともに丁寧なヨコ

ナデである。胎土はl～2nnの砂粒を少し含み焼成は良好である。

土師器

蕊（68） 口縁部のlO分の1以下の破片である。口縁部はゆるやかに外反し， 口縁端部はや

や薄く丸く終わる。調整は口縁部内外面ともに丁寧なヨコナデである。胎土はlnm程度の砂粒を

多く含み焼成は良好である。

SX8 (第38図，図版20a～c)

F区の西半部，南側調査区境に位置する。北西l.1mにSX9があり，西側でSB9と重複し

ている。北東側の一部分を確認することができた。その他の部分が調査区外のため形状は不明で

あるが，検出面の形から方形と考えられる。規模は検出部分で東西方向2．6m,南北方向l.2m,
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深さは約0.2mである。床面はほぼ平らである。北側と東側の壁面に接した位置で小穴を検出し

た。北側の小穴は径0.2m,深さ0.2m,東側の小穴は径0.2m,深さ約0.2mである。性格は不

明である。埋土上層から砥石（86）が出土した。

出土遺物

(第39図，図版24）

石製品

砥石（86） 板状を呈

し，表裏2面を使用して

いる。擦痕もみられる。

特に図面上側の面は使用

頻度が高く，磨り減って

わずかに湾曲気味である。 I
、

公一
一十一衿

I 旦一画

公一 旦一

〃
SB9SB9 SX9

SX9 (第38図，図版

20c ･ 21a)

F区の西端，北西側調

査区境に位置する。

南0.5mにSB9があ

り，南東l.lmにSX8

がある。南東部分を確認

することができた。

西側と北東側が調査区

外のため形状は不明であ

るが,検出部分の形から円

形と考えられる。規模は検

出部分で東西方向2.7m,

南北方向l.3m,深さは

約0.7mである。二段に

掘り込まれており，南側

の掘方から0.1m下に幅

0．2～0.5mの平坦面が掘

方に沿ってあり，その平

坦面から約0.4m下に底

面がある。

_亘一
星-－

○
〆

〆

〆

SX8C'
－

◎Ｆ
‐
‐
哺
哩
い
４
１
１
一

一
〆

一

要 睾､～
Q 、D'

－2219.5ml4 2 ]3

－ 一

〆
〆

SX7
一

◎ザ

淡茶灰褐色粘質土（床土）

茶糊色粘質土（床土）

淡灰褐色粘質土（淡黄褐色粘質土を多く含む）

蹄灰褐色粘質土（淡黄褐色粘質土ブロックを多く含む）

蹄茶褐色粘質士（淡蔽褐色粘質土ブロゾクを少し含む）

蹄茶掲色粘質士（淡黄褐色粘質土プロ･ノクを多く含む）

淡啼褐色粘質士（淡黄褐色粘質土ブロソクを少し含む）

暗褐色粘質士

暗褐色粘質上（淡尚掲色粘賀土ブロックを少し含む）

暗褐色粘質士（淡批褐色粘質士ブロックを多く含む）

淡黄褐色粘質土

淡黄褐色粘質土（暗掲色粘闘士を少し含む）

淡黄褐色粘質上（淡灰榔色粘間土を多く含む）

淡灰褐色粘質土

淡褐色粘質土

１
２
３
４
５
６
７
８

９
０
１
２
３
４
ニ
ワ

ー
１
１
１
１
１

第38図F区西半部実測図(1 : 60)

－45－



調査区外になるが, SX9の続き部分の検出面から土師器甕と須恵器の破片が出土した。

SK28 (第38図）

F区の中央部，南側調査区境に位置する。北2．3mにSX7,西1.1mにSX8があり，東側

でSB8と重複している。

南半分が調査区外になるため平面形は不明であるが，検出面の形状から楕円形と考えられる。

規模は検出部分で東西方向0.9m,南北方向0.5m,深さ0．3mである。底面も同様な楕円形でゆ

るやかに窪んでいる。

SB8との新旧関係は，平面形の切り合い関係や土層などからSK29がSB8よりも新しい

と考えられる。

遺物は出土していない。

F区出土遺物（第39図，図版24）

弥生土器

甕（87） 口縁部の10分の1以下の破片である。口縁部が「<」字状に外反し，端部は上下

に肥厚し，丸く終わっている。口縁部外面に2条の凹線が施されている。調整は， 口縁部内外面

ともに丁寧なヨコナデである。胎土はlm程度の砂粒を少し含み焼成は良好である。

土師器

甕（88 ． 89） ともに口縁部の破片で， 89の復元口径は18.6cmである。口縁部は外方に開

いて薄く引き出し，端部は先細り丸く終わる。口縁の接合部はわずかに突出し，先をつまんで納

めている。頚部は短く屈曲して口縁に至る。調整は口縁部内外面ともに丁寧なヨコナデで，若干

調整時によると思われる凹凸がみられる。 89の頚部以下の内面は横方向のへラ削りが残ってい

る。外面に一部煤が付着している。胎土はともにlmn以下の砂粒を多く含み焼成は良好である。

須恵器

杯(91) 高台がつく杯の底部5分の1以下の破片である。回転へラ切りをした底部に，断

面三角形状の高台が付けられている。復元底径は6.8cmである。調整は，内外面ともに回転ナデ

である。胎土は密で焼成は良好である。

須恵質土器

鉢（90） 底部の5分の1以下の破片である。底部は平高台状に削り出している。接地面の幅

はl.0cm程度，復元底径は9.lcmである。体部はゆるやかに内湾して立ち上がると考えられる。

調整は内外面ともに回転ナデで，内面には灰釉が施され，外面にも部分的に釉の付着がみられる。

胎士は密で焼成は良好である。

瓦質土器

鍋（92） 口縁部の10分の1以下の破片である。口縁部．体部は外上方にのびると思われ，

口縁端部は平坦面となる。体部外面上方には，断面台形の突帯が貼り付けられている。調整は口
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縁端部と口縁部外面がナデで， 口縁部内面は横方向のハケ目である。胎土は密で焼成は良好である。

石器

石錐（93） 無茎式であり，基部に深い挟りがある。側縁の形態は外膨みで，先端部と側縁

に欠損がある。先端部の欠損は古いもので，使用時もしくは廃棄時に折れたものと考えられる。

背面・腹面とも細かな二次加工は縁辺に施されるにとどまり， 中心部には至らない。そのため，

中心部は平坦であり腹面に素材時の剥離面を残している。
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第39図F区出土遺物実測図（土器1 : 3,石錐1 : 2,砥石1 : 4)
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Vまとめ

今回の調査では，調査区域が小さく， また離れていたこともあって遺跡の全容については明ら

かにならなかったが，弥生時代後期中葉から後葉にかけての集落跡を確認することができた。向

原町内で弥生時代の住居跡が確認されたのは初例である。また，中世の掘立柱建物跡1棟や土坑，

近世の埋桶士坑などを検出し，遺物は縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器などの土器類のほか

石器，石製品なども出土している。ここでは，弥生時代の遺構と遺物を中心に若干の検討を加え

てまとめとしたい。

弥生時代の遺構と遺物

本遺跡は，北側にある大土山から南流する大土川によって形成された扇状地状の緩斜面に広が

り，南側を西流する三篠川によって形成された河岸段丘まで続いている。

遺跡のほぼ中央部に，北側の平畝山から南側に延びる小尾根があり，本来はその小尾根の両側

に谷があったと考えられる。本調査では，西側の傾斜変換点にあたるA－l区と東側の変換点に

あたるF区で住居跡を確認した。

A－l区のSBlの壁溝から出土した蕊(1)は， 口縁部が「〈」字状に外反し，端部は上下

に肥厚している。口縁部外面に4条の凹線，頚部外面にへう状工具による刺突文が施されている。

調整は口縁部内外面ともにヨコナデで，胴部外面はハケ目調整後へラ磨き，内面は肩部横位，下

部縦位のへラ削りである。胴部最大径は上位にある。これらの特徴から弥生時代後期中葉に属す

ると考えられる｡( ! 'SB1からは，同様な特徴をもつ甕の破片が4個体分出土していることから，

SBlの最終的な時期は弥生時代後期中葉と考えられる。

SBlと重複しているSB2から出土した壺(6)は，頸部から外反した擬口縁部にやや内傾

する口縁部を付加し，口縁端部は平らにおさめている。口縁部外面に数条の凹線が施されている。

内面は指頭による成形痕が残っており，頸部下半は横位のへラ削りである。これらの特徴から，

弥生時代後期後葉に属すると考えられ, SBlが古いといえる。ほかのSB3～5についても後

期の範鴫に収まると思われる。F区のSB7からも同時期と思われる甕片が出土している。

また, A･F区調査区内からは弥生時代前期末の土器片, B区調査区内からは小型の磨製石斧

が出土している。

調査の結果，弥生時代の住居跡は，小尾根の傾斜変換点付近にあたるA－l区･F区周辺で確

認したにすぎないが，住居跡は等高線に沿って広がることが充分考えられ， さらにA－l区の北

西側にも延びる可能性がある。これらの集落は面として広がるのではなく，居住地が点在し同一

場所で展開した小集落であったと考えられる。縄文土器や弥生時代前期の遺物が出土しているが，

すくなくとも弥生時代中期以降に入って，いわゆる集落として機能し始めたと思われ，後期に至

って本格的な集落として形成されたと考えられる。

遺跡の立地する場所は，南に開けた緩斜面上にあり，三篠川の河岸段丘を前面にひかえた立地
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からも居住地としては適地であったことが窺え，生産基盤と推定される可耕地は，遺跡の南側を

流れる三篠川周辺までを想定できる。

その他の遺構と遺物

縄文時代と古墳時代の遺構は確認されなかったものの, C区から縄文土器片がまとまって出土

し, F区からは縄文時代に属すると思われる石器が1点出土している。土器は，すべて小片で器

形を窺えるものはないが， 口縁部に縄文を施したもの，磨消縄文のもの， 口縁部を著しく肥厚さ

せた縁帯文土器，巻貝による凹線を施したものや無文の粗製土器などがあり，おおむね後期に属

するものと考えられる(2)O町内で縄文土器が確認されたのは初例である。これらの土器と石器は

全て流れ込んだものと思われるが，磨耗がみられないことから，本遺跡より高位である北側周辺

の山裾付近に縄文時代後期の遺跡が存在する可能性が高い。また，各調査区内から山陰系の古式

土師器や前期と思われる土師器の甕など出土しているが，須恵器はほとんどみられない。このこ

とから古墳時代前期の集落は弥生時代後期の周辺に存在している可能性が高いが，遺跡周辺の丘

陵には多数の古墳が存在していることから，古墳時代後期の集落も存在していたと思われ，後期

の集落はやや離れた北側にあったと推測される。

今回の発掘調査では，三篠川の河岸段丘に向けて広がる弥生時代の小規模な集落を確認するこ

とができ，本地域における弥生時代中期以降の様子の一端を窺うことができた。また，縄文時代

からの生活の痕跡が想定できるが，基本的には弥生時代以降， 中世まで断続的に集落が形成され

たことが窺われる。町内においては， まだ，弥生時代の集落や墳墓の確認は少なくその実態は明

らかでない。今後，三篠川・戸島川流域における弥生時代の集落のあり方を探るうえで今回の調

査結果は良好な資料を提供したと考えることができる。また，他地域における弥生時代後期の様

相と比較にいたらなかったが，調査例の増加を待って今後の課題としたい。

註

（1）弥生土器の時期については以下を参考にした。

妹尾周三「安芸地域」 「弥生土器の様式と編年」 山陽・山陰編木耳社

（2）鎌木義昌編「9瀬戸内」 『日本の考古学Ⅱ縄文時代』 河出書房新社

1992年

1965年

－49－



a SB1遺物出土状況

（北東から） 一一畿曲.g]F蕊当:ざま

b SBl出土遺物

（西から）

＝

寺一一
一

際躍
‐

c SBl完掘 宇

輿

(北東から）

夢｡､霧…畠＝
グー

ー



＝

蕪･一一

＝

露要塞． ．，….,
ザ勺､

轡
圃

蕊
』
℃

回
一
一

あ

二一＝ーマタ室

ゼ苧

蕊託

鍵 I
←

』
一 串

魂

E

職懲丙
一
一

《
《
昌
一 藁纈

七竃

蟻篝蕊懇
蕊議蕊

宗

逮

一…

、、 ℃

一々

鞄1
P

己

､＝
b一一ぞ？角

ﾐざ･警
呈，

群
ｰ

産べ

､‘＝
‐ ~

a SB2土層断面

（北から）

g琴嗜
ー

空～

ｑ

と

Ⅱ

⑫

…

一
一
一
子
も
唾鰯

騨
権
辨

〃

患
‐

』

卓
○
五

一
や
子

幸
一
少
】

蕊
凸

ｒ

F騒
鍔4

■

箔

鑿'
一＝、且

・ 壷ー 守

j l弔

色 蚕冤 尹 翠
BL＝

；塾
寺【

蝋
仏、

－P二

齢

譲
田
ｏ

汐
が
画
一

織
擢
学

『
《

言

｝
頚
‐
封

一
一
一
一
》
嘩
占
呈
呵
『
心

邑
垂望

〆

鐘
ゲ

且 巳別片

騨写

一【
蝋
窒‘襲雰’
戸■

壼 戸

今。

＃震禅
一鳥塑駒

／

癒覇
一

睡包醗
霊
感

亭
《

Ｐ
、

戸
殉

曇
画
・
法
封b SB2完掘（南から）

野＝ 一口凸 画

渉奎 。 ~
ー

…
』弘一

薮

~F詮

篭

c SB3完掘（西から）



FPq

申

a SB4完掘（南から）

b SB5, SX1完掘

（南から）

c SBl～4完掘

（北から）



a A-2区全景

(北から）

一

~

勾

一

ー

一
一

妾

一~

垣呈屋 ･唾･』
君

’鱗＝
＝今皇足 岸一

一

牙

尋

塞
駕
畢
奄
》

伊

卑

↓
察
画
一
一

己
令

閏

印

邑

伊
ロ
ー

ｊ塁

グ函
戸
齢
《
か

ｰ

器
拳
声
童

も

毎
夕

喪麺､隊 f

鱒 ､…

《
《

デ

ー、

茸

蕊

鍵

０

！
↑

出
』
寺
の

一
躍

Ｆ

Ａ

吟
謹

岱

ご

り

弓
歩

騒

瞥
…ど鼬

nA

蕊蕊
熱
》

蕊

麹

蕊

争

ｐ
Ｌ
護

卒

琴

~

星雲：鼻埜当顯
F＝ 琴
，熟.､．

』

b SKl完掘（東から）

鱗
睡

壼

．

謡

蕊霧

~拭墨

蕊

c SKl遺物出土状況

（北東から）
＝

‐

、



~ .‘尋溌墨
＝

羽

一

一

も 軍
＝

●

－

薯

a SK2 ･ 3完掘

（北から） 鷺
‐

灘

ー

蓑Pシ▽.護曇

ｰ- 瓦‘・
～

Wダ

ヰーー

童鼠捻 、

一

＝ｰ~

一一

ア ､
－－

一
壺葬

一 廷、

可で＝零皇~1窓

､‐ 〆－
》

〆垂

ニ
マ

マ
』
一
一
一

Ｆ
一
一
一
℃

》
王
寺

職

-噌垂

錨函
ー‐容。聖

字

全

一
《毎＝

〆

錘
一

ー

ｰ

三

一

K":､鞠澪ー． ‐閏壽‐
二

一

全詞ﾛ

ュ 他I 4h

℃ 琵 一
.､蕊.．

マ
ー

ニ

ー

で 詮
E

＝

｡

－ 塩

●

､､

ゐ言

寺

b SK2～5完掘

（東から）

一

ｑ

ｑ函
令

目

畢▲一

礼
■

■

。ウ

画

今
』

あ

心
伝

恥
。

牙
ｐ
△
寛

c A-3区全景

(南から）



a B－l lﾇ全景

(北から）

一

曲･－ ち夕

－ユ

L

も

卜薄
牟

6
、

烏

巴 ■

。＝

‐奄一 呂
雨 亀

÷も 嬰
二

一彦

~

一 一

ー

~

戸

函 堀

鍔
ー

~

b SK7～9完掘

（南東から） L←、

c SK10完掘（東から）



a SK11完掘

（南西から）

b SK12完掘（南から）

c B-2区全景

(北から）



a SB6完掘（北から）

一一二型

錨蝿曙 J化凸

〆

b SB6柱材検出状況

（東から）

一唾鐸牽

＝＝

エ■ー

勺曲一

c SK13～15完掘

（北東から）



a SK16 ･ 17完掘

（南から）

手
《
一

逮

陣

2－

b SK18完掘

（南西から）

い'

｛
、

ー

幸署

奉
至壬

賭

剰
瀞P

誰剃

一 〆

c SK19 ･ 20完掘

（北から）

E口

幸

,篭

利

申マヘ



a SK22検出状況

（北から）

》

Ｆ
畠

暇

茸

別1

雷飼 L

'､、、

■ 四

世｡

d

ー 蕊

獅睡種饗

一

号癖諜
劇3

b SK22土層断面

（北から）

専霊 羽…
奄
蓉

c SK22柵検出状況

（北から）



すー－
■ ÷

’ユ

4 ｡

図版11
一

郡

篭
や

F■■PR

守
診
。

堅
』

字
も

6
q■

Ｆ

一

も

ｒ
題
け
『
迅

坐

も
ヨ

a SX2完掘

(南西から） ザ q■

ー

b SX3完掘（東から）

c SX4完掘

(北東から）



図版12

三

鯉

玲蝉
剤、 q

今

塞8．も、

a SK23完掘(南から）

〆

b SK24完掘

（北西から）

》
日
々
守

埋
、
１

〃

c B-3区住穴遺物

出土状況（北から）



a C区全景（南から）

ノ

b作業風景

c遺跡見学風景

(向原小学校）



a D区全景（北から）

b SK25検出状況

（南から）

c SK25完掘（南から）



a E区東半部礫検出状況

（北西から）

盛評

ﾂｱ>里、
一

ｰ己

。－

零一学

刈
田

Ⅵ

職簔晶
一、

琴、－
L

&.J"
匝

1

畳琴

′‐喬電

蕊鍾重≦“
一

一

垂

鰹
置
碗
４

剛ご

餓紬
iy: 5騎鐸

熱
■3

W･心

シ窪轟
帝 ら

求笛’． 、gDL 凸

霊智蕊.‐薯
心蕊 鰯

四石

象 琴戸
吟
一
一

聯善〃卜 ．

心

～p員

単 -呼苧愚T

毒二一・

垂一,．.－．
ーq

●

‐山
一

同一

~一

緋.瞬

劇.麓

~

旬

■頃

曲

南

■

』

ロ

グ

Ｐ
戸

〃

三
二

~

畦 一 〃 唾 気

b SX6断而（南から）
罰．

垂溶一 ＊

c SX6完掘（南から）



a SX5礫検出状況

（北から）
、

＝

弓甦

篝蕊
鞄宅＝

…

呈趣＝
可

＝

ー

ー

〆
●

j ."
一

■ ●

＝

平

ど
ひ
三
Ｐ
寺
ｂ
今
一

琴患
｡

｢▽

j’
p

白里→

卜
伊

塵

筵

L や

ヱ吐亘

.、卍

~

誼

＝一一ｰ

b SX5断面（西から）

芋

竜
4．． － ．~f 昌空一一 ．．

■ヨ マ
デ

テ －
●一

画

一

印

色ゴー
G

一

幸

ばっ

シd

召

痔

■ 一

己

c SX5完掘（南から）

‘唾
ゴ



図版171

蝿
伊
《

V

;畷
q

鰹

辺

璽跡
4

昌ら塾壷

纈
い五。 卜 r凸・

LB

O ●

域

蕊
考一露

遥 夕
一』

､

6回

溌､園
〆

崎

穆露
Ｆ

ク

ロ写
峨

り

宙等角
｡＝

夕
８
．Ｊ

2罰

に＝ 。

轟圭
や吟

●

蕊
ご

骨

視
角
凶

〆
ａ
や

夢
Ｆ
訳

鞆

〃

§ 鱸
鱗 鵜

瀧 :,j蝋if""､" 職

"

や
ら

寺
弓

鑿
聯鍬
が6．

望､謬塔

ヨ

a SK26完掘（南から）
■

■士

鶏

一
一
Ｆ蕊

．
。
』
子

＄ ←目，

世

鐸

鰹
、

b SK27完掘（北から）
、》

癖

c E区全景（東から）



潟 …?癖塀観塀溌,､ 李謬:'琴.･胃;諭琴.占奔'・ 諸曜さf F目予曹鋸参一鐸･'.｡ 〃､再挙一レー‘

図版18

雷
一
へ

:…鼈
｣

歩

一吋画一

蕊一
壷

丘

？

卓

早

向

鑑
？ご写

必》

～ず

』

r

q

－

口

轤羅蝿嬢*

…

鑿蕊譲蕊 ３
二
ｓ
Ｄ
Ｊ

唾
Ｆ

函
↑
鐸獲饗

ー■

岳〆鈩訶

亨溌
〃

－
０
Ａ

一
亥

2●

Ｆ

“

〆
Ｊ

蓉
掃

Ｐ

霞
》

､3

鳶畷a SB7貼床検出状況

（南から） &.r"

fJ

＝ず

＝

■－ ＝

巳■■

曇 盤夢

b SB7炉跡土層断面

（東から）

霧夢 塗』

等

‐妻示一蕊

鐸，=〃 ,山

喝 口｡
~

国

』

可

壷

幸

》繊

宰
零
》
痙

瀝
．

＝

ー

三
F

基蕊≦
』

軽弓一一

〃

吟

雲
蕊
￥
ゞ
α
ゞ

旬
鄙

呑
虫

↑
●
”
■

「
両
包
琴

も

謹恵壌
‐

畢
盈
卒 草

,f 埠

畠1書騨議 窪…
蕊

一一
一一

リ ミ‘： ． “
渡、‐

bヂ
も

解 ‘ 蕊
こ寺

一

夢ク

!．
二

；
､鑑比

,繩 q

趣、Q， . 錘
一 P

、

塞
苧

む

簔蕊
ザ
鍵

局
腓
潤

灘

禦
”

砺
斜

Ｆ
全

角

四
画
二
国
丘
屍
和

c SB7完掘（東から） 〃
臥
吋
瘤
“
可
凧
哩
Ｗ
■
ｇ
Ｕ

逮

l鰯



＆酬
典
謎

茜簿巳

鯵図版19鐙.¥sf l

蟻
■

~…・‘壷

一
へ 琴ﾛ碁一

L一
審

五

Ｆ

ｐ毎
台

ｐ
●
ｄ
Ｆ

安
療

－毛■

翠
底
む
つ
今

干
神
』

》
勺
幸
。
・
・
・
，蹄

。
◆

Ｆ

廼
盈

正

毎

乃
鰹
上

I

:雲霧
0 ．

●や

睡一 潔勘

鞠・
登刻L鍾醇

鰯》
蝿

鯵

蝉ミ
ゥ

ル〃

、かば･
包

艮

牛や

． 餌 、 ・
令

m

bU " 与 ごﾛ ニー

睡重準墨電患
凸《

雷
管

雪

い
肝
騨
Ｊ
Ｌ

~

癖協
q 弘

職:頚灘簿雪騨
凸

P

■月勺・屯、●

■ f
●■｡■●

か . ●
争

;，吟翰
蕊騒鱗

全q・ ‐②蝕む

蕊婁婁
雨 刃 .

ー詞

－
も L〆

巴

命

認
識
錘
蝉
・
》

が
呵色

■
１４
重
ロ
鼠
‐
謝
参
、
・

も

吟
』

ｑ
垂
？
些

守
望

a SX7完掘（北から）

、
》
一

罐

も

一
・
謝
騨

； 』

ー
し

〆

◆

ロ

ー

●

湧
“

唖

－一
一

』

ロ

ー
ロ一

三
戸

車
が
』
心

包
画

Ｋ
４
″
Ｕ
Ｊ
ｙ
ｌ
ｌ
Ｕ
１
１

⑱
＝rl

－ 一室＝

』

可
り
い
■ 空タ

召

令

■

I 込

は

亭

。■

＄

L

I

可 可

一■

毎

H

食

-剰
ユヒ上

’1

0 一

G ．心
一

Ｐ』

の

J

◆

b SB8完掘（南から）

田野千一戸.孑
・ 毎 ．＝‐率。

、
丘

剰
贋

、

一

一
《

声
、
今

画

一

一

蝿
中
一
』

『

＝

一
室
＆
昌
一
『

Ｆ

一
寺

卓
海

?割ご麓F

…
哩

一層一＝兵

窪 』

上

一淫垂

蔓蕊宇幸 名や
壷

鍵 ‘ﾛへ令
四q■

P ダ琴 ．Qも
一手画 琶

謬貞熱凋塁溌塞壷溌
グ●

ナ

識
粒 顎『露

出．函.
と時

春

豊鍔琴 雲"ず

識
ー電

畠『､一審”

［霞
一国

c SB9土層断而

（東から）
口

苧鋤
ノ

＆



ｰ

.舞唱
一

凸｡

一
一
●

､、

迅

L■.』■

モ
争芦

〆宅■
４

－

翫

変

０

ぱ

』
》
酵
争
・
《

■

今

．
垂
《凸占圭一

a SB9, SX8

土層断面（北から）
Ｉ
ＩＰ

一

切
』尹

岻
．

９
幸
一

己

グ 暑
鈩

ー

吟
南

一
己

r

” －･ず
》
》

｡ ~、苫→

通
｡

今、

別

や

一心

毒
、
薄

瓜

醗
蝉
。
Ｊ
・
『
一
↑
寺

》
ゞ
噌
埠
ゞ
〃
ぺ

喝
▲
や
学
一
配
三

Ｌ

Ｐ
ｅ
Ｌ

ご
も
も
Ｑ和田▲

●

唾
一

合

●

、
弐
八
罫
当
営
時

や
羊
一

■

心
耳
・

『
》
》

仏

『
。
■

蝿
》
垂
》
畢
閏
金
一

守

選
易
》
圭

寺

強
」
・
・
宝
骨
↑
，

霊･－
や

G

＝躍

宰議

蕊驚きb SB9, SX8完掘

（西から）

c SB9, SX8 9

完掘（西から）

密
室

P

猫



｡

雲
塗 図版21

ヨ

》
典

句読L

幸
一
釦
調
、
・

今
函
山
野
亀

中
一
■
■
胎
雪
■

ず
召
尽

守
◆

由

ご

“

呼
ぶ
聖

一
『
呼
一
《

強
引
一
．
”
罫
睦

Ｐ
や

HQ
Lロ 悪

鐙ヤF

翌‘§
Rト

ーマ 霊

壷

識軸漂
■

ｰ
ﾕ

ｰﾃ殖一勺 』全

垂

一
一

旬

■

二

面

ロ

。
Ａ
劃

●
、
制
一

･蕊篭 室

．
乙
鐘

垂
．
■
‐

診
趨
一
奮
々

一
電

》
面
酔
亭

察

詞

⑰

噺
壷
】

蕊
雲司デ蕊鉦

ゞ
麩
“

◆

ｑ
４
句
つ

ぞ
、

蕊
。

干
今
●
、
』
、
》

汀

詔
二

垂

壼。 ワ雷
▼q

庵
P

麟享
厩噌、 『ぱ－－ P

睡
処
好
一

。

－
審
一
軍
一
“
諺

・

写《

言
》
彦
肌
吟
一

》

↑

乙

Ｐ
Ｐ
ｖ
Ｌ
ｐｐ

ｒ

蕊竜曝弗溌選

Q 功

｡ 聖
寺で

ﾞ6 疹
再

● ､
一 一

a SX9完掘（西から）
』

蜜
一

ー

】
『

b SB10完掘（南から） 4

窪ロュロロ＝ いず~

麺了洋
4

q

6

蹴令魯鎚

琴
，
」
』
戸

蟇
博一

一

, 一

一

己

、

■

蚕
『
評

F 画
一 ＝

胃

一
幸
ざ

一

貯
吾

、塵冨蚤一一
一

一●

＝ 再
同公

一 ● ＝

室噂
:鐸魁:≦

や国哩

E h今

綾〃
L雇

抄。
一 声

塵二
』
か
・
評
議
》

Ｆ
砥
鷹
？
乱
銀
惣

一

Ｆ
冨

二
言
字
一

一
耗尭夢

華

裳、

錘
璽§

卓*

鶏
蕊舗
心。

ー

凸 二

一

ヨ
&

垂

写

９
．
コ
雌

？も
一重

c F区全景（東から）
■ f

晩
‘
『

,聖＝



図版22

7

8

』唖

且

ダ

9 21

」

A区出土遺物



図版23

A区出土遺物

畿公識
11 12 13 14 15 16 18

31

19

41
37

婿
釧
唾
浪

33

一

30
42

47
22

45

〃
露

！

。

4

B区出土避物



図版24

C区出土遺物 D区出土遺物

▲8

3

E区出土遺物

53

52

河

54 55 56 57 66

董鶴69 71 70 87

89 74 92 9385

84

F区出土遺物



報 告書 抄録

広島県埋蔵文化財調査センター調査報告響第195集

坂中組遺跡

発行日 2001 （平成13)年3月31日

縞集.発行 財団法人広島県埋蔵文化財調査センター

〒733－0036広島市西区観音新町四丁目8番49号

TEL (082)295-5751

印刷所 アートハウス株式会社

ふりがな さかなかぐみいせき

書 名 坂中組遺跡

副書名

巻 次

シリーズ名 広島県埋蔵文化財調査センター調査報告書

シリーズ番号 第195集

編著者名 片岡由起子

編集機関 財団法人広島県埋蔵文化財調査センター

所在地 〒733-0036広島県広島市西区観音新町四丁目8-49TELO82-295-5751

発行年月日 西暦2001年3月31日

ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所在地

コー ド

市町村 遺跡番号

北緯
。 〃 ”

東経
。 〃 " 調査期間

調査面積

m2
調査原因

一

さかなかぐみいせ8

坂中組遺跡

ひろしまけんたか鰭

広島県高田

ぐんむかいはらちようさか

郡向原町坂

12番地ほか

155
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
０

34386 。
〃
〃

４
６
７

３
３
２

。
〃
〃

２
３
２

３
４
４

１ 19990524～

19990903

20000410~

20000527

1999年度

1,300m2

2,000年度

550m2

県営ほ場整

備事業（向

原地区）に

係る発掘調
査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

坂中組遺跡 集落 弥生

中世

近世

竪穴住居跡 9軒

掘立柱建物跡1棟

柱穴群

土坑 28基

性格不明

の遺構 9基

弥生十器

須恵器

土師器

土師質土器

石錐




